
3週間ぶり反発、イラン情勢の不透明感を警戒
NY原油先物相場は、1バレル＝78.97ドルをボトムに、90ドル台中盤まで切り返す展開になった。イラ

ン情勢の先行き不透明感が改めて警戒される中、押し目が買い拾われている。4月17日、イランのアラ

グチ外相は、ホルムズ海峡の開放を表明した。しかし、その後は米国がホルムズ海峡の開放に応じな

かったことなどを理由に再封鎖に踏み切ったことで、原油・石油製品の流通環境の改善はみられなかっ

た。米国とイランの和平協議にも目立った進展はみられず、供給リスクを織り込む動きが改めて強まり、

原油相場の反発を促した。

トランプ米大統領は4月7日の停戦合意について、当初は延長しないとしていたが、イランとの交渉継続

中は延長するとした。このため、停戦合意期間の終了を受けて、直ちに米軍のイランに対する攻撃が再

開される最悪の事態は回避された。しかし、イランは米国の高圧的な対応が続いている間は和平協議に

応じないとしており、イラン戦争終結の見通しが立たないことが、原油市場で押し目買いを誘った。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（4月17日時点）は、原油が前週193万バレル増、ガソ

リンが457万バレル減、石油精製品が343万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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イラン情勢に一喜一憂、値下がり傾向だが地合は安定せず
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【展望】

イラン戦争を巡る動向に強く依存する不安定な地合が続く。

4月7日、米国とイランは停戦合意に至ったが、戦争終結に向

けた協議は難航している。米国はイランの核開発能力を問題

視しており、核開発とウラン濃縮の放棄を求めている。しか

し、イランはこうした要求を明確に拒絶しており、和平合意

に向けて両国の歩み寄りがみられるのかは、先行きが不透明

だ。前週は再協議の見通しが立たないことが原油相場の反発

を促したが、このまま再協議が行われない状態が続く、ある

いは再協議が行われても前回と同様に決裂すると、原油相場

は100ドル台回復を試す可能性もある。一方、再協議が行わ

れる見通しが立ち、イラン戦争の終結期待が高まれば、逆に

80ドル水準へ急反落する可能性もある。イラン情勢の動向を

見極めながらの不安定な地合が続きやすい。

原油先物相場は3月9日の119.48ドル、4月7日の117.63ドル

がピークになっており、値位置を切り下げている。ここから

改めて大規模な軍事紛争が再発する混乱状況に陥るよりも、

和平合意に向かう可能性の方が高いとの見方が優勢になって

いるためだ。このため、中期トレンドとしては、イラン情勢

の混乱を背景とした突発的な上昇を消化しつつも、徐々に値

位置を切り下げる展開が基本シナリオになる。ただし、依然

としてホルムズ海峡の原油・石油製品の流通は事実上停止し

たままの状態にあり、大規模な供給不足から世界の石油在庫

の取り崩しは続いている。ホルムズ海峡の開放が実現しない

場合には、改めて現物相場主導の急伸を促されるリスクが残

されていることには注意が必要だ。先物市場は徐々に値位置

を切り下げると同時に、期近限月に加算されたプレミアムの

剥落を進めているが、こうした動きが楽観的か否かは、ホル

ムズ海峡の開放状況次第なため、不安定な地合が続くことに

なろう。
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